
JP 2008-21226 A5 2009.8.13

10
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【公開日】平成20年1月31日(2008.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2008-004
【出願番号】特願2006-194130(P2006-194130)
【国際特許分類】
   Ｇ０７Ｇ   1/12     (2006.01)
   Ｇ０７Ｇ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０７Ｇ   1/12    ３２１Ｈ
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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月25日(2009.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顧客の顧客識別情報と個人データと支払い情報とを含む顧客情報を記憶する顧客情報記
憶手段と、
　登録された顧客の顧客識別情報を含む情報を記憶する顧客識別情報記憶手段に記憶され
た情報を読み取って前記顧客識別情報を含む情報を受信する顧客識別情報受信手段と、
　取引対象の商品に設けられ当該商品の商品識別情報を含む情報を記憶する記憶手段に記
憶された情報を読み取って前記商品識別情報を含む情報を受信する受信手段と、
　前記顧客識別情報受信手段により受信された顧客識別情報を元に、前記顧客情報記憶手
段に記憶された顧客情報と照合することにより登録された顧客であるか否かを判別する判
別手段と、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、前記受信手段により受信
された商品識別情報に対応する商品の売上データの累計を行う売上データ処理手段と、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、取引により購入された商
品に設けられている前記記憶手段に、当該商品が購入済みであることを示す情報を書き込
む書き込み手段と、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、前記受信手段により、前
記商品識別情報とともに前記購入済みであることを示す情報が受信された場合に、前記受
信された商品識別情報に対応する商品の売上データを減算する売上データ減算手段と、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、前記売上データを減算し
た商品に関する情報をレシート上に印刷出力する出力手段と、
　を備えたことを特徴とする売上データ処理装置。
【請求項２】
　前記売上データ減算手段により減算された一連の売上データの合計を算出する合計算出
手段を有し、
　前記出力手段は、前記売上データを減算した商品に関する情報とともに、前記減算した
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売上データの合計を前記レシート上に印刷することを特徴とする請求項１に記載の売上デ
ータ処理装置。
【請求項３】
　前記購入済みであることを示す情報は、前記購入された商品の購入日付を示す情報であ
り、
　現在日付が前記受信手段により受信された前記購入日付から所定日数以上経過している
か否かを判断し、前記購入日付から所定日数以上経過している場合に、前記売上データ減
算手段において当該購入日付とともに受信された商品識別情報に対応する商品の売上デー
タの減算を行わないように制御する制御手段を備えたことを特徴とする請求項１又は２に
記載の売上データ処理装置。
【請求項４】
　コンピュータを、
　顧客の顧客識別情報と個人データと支払い情報とを含む顧客情報を記憶する顧客情報記
憶手段、
　登録された顧客の顧客識別情報を含む情報を記憶する顧客識別情報記憶手段に記憶され
た情報を読み取って前記顧客識別情報を含む情報を受信する顧客識別情報受信手段、
　取引対象の商品に設けられ当該商品の商品識別情報を含む情報を記憶する記憶手段に記
憶された情報を読み取って前記商品識別情報を含む情報を受信する受信手段、
　前記顧客識別情報受信手段により受信された顧客識別情報を元に、前記顧客情報記憶手
段に記憶された顧客情報と照合することにより登録された顧客であるか否かを判別する判
別手段、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、前記受信手段により受信
された商品識別情報に対応する商品の売上データの累計を行う売上データ処理手段、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、取引により購入された商
品に設けられている前記記憶手段に、当該商品が購入済みであることを示す情報を書き込
む書き込み手段、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、前記受信手段により、前
記商品識別情報とともに前記購入済みであることを示す情報が受信された場合に、前記受
信された商品識別情報に対応する商品の売上データを減算する売上データ減算手段、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、前記売上データを減算し
た商品に関する情報をレシート上に印刷出力する出力手段、
　として機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の課題は、顧客の顧客識別情報を記憶するＩＣカード等の顧客識別情報記憶手段
と個々の商品に設けられたＩＣタグ等の記憶手段とを利用して、既に購入済みの商品であ
るか否かを確実かつ容易に識別可能とし、返品商品に対する売上データの減算を確実かつ
容易に行えるようにすることである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、
　顧客の顧客識別情報と個人データと支払い情報とを含む顧客情報を記憶する顧客情報記
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憶手段と、
　登録された顧客の顧客識別情報を含む情報を記憶する顧客識別情報記憶手段に記憶され
た情報を読み取って前記顧客識別情報を含む情報を受信する顧客識別情報受信手段と、
　取引対象の商品に設けられ当該商品の商品識別情報を含む情報を記憶する記憶手段に記
憶された情報を読み取って前記商品識別情報を含む情報を受信する受信手段と、
　前記顧客識別情報受信手段により受信された顧客識別情報を元に、前記顧客情報記憶手
段に記憶された顧客情報と照合することにより登録された顧客であるか否かを判別する判
別手段と、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、前記受信手段により受信
された商品識別情報に対応する商品の売上データの累計を行う売上データ処理手段と、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、取引により購入された商
品に設けられている前記記憶手段に、当該商品が購入済みであることを示す情報を書き込
む書き込み手段と、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、前記受信手段により、前
記商品識別情報とともに前記購入済みであることを示す情報が受信された場合に、前記受
信された商品識別情報に対応する商品の売上データを減算する売上データ減算手段と、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、前記売上データを減算し
た商品に関する情報をレシート上に印刷出力する出力手段と、
　を備えたことを特徴としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項４に記載の発明は、
　コンピュータを、
　顧客の顧客識別情報と個人データと支払い情報とを含む顧客情報を記憶する顧客情報記
憶手段、
　登録された顧客の顧客識別情報を含む情報を記憶する顧客識別情報記憶手段に記憶され
た情報を読み取って前記顧客識別情報を含む情報を受信する顧客識別情報受信手段、
　取引対象の商品に設けられ当該商品の商品識別情報を含む情報を記憶する記憶手段に記
憶された情報を読み取って前記商品識別情報を含む情報を受信する受信手段、
　前記顧客識別情報受信手段により受信された顧客識別情報を元に、前記顧客情報記憶手
段に記憶された顧客情報と照合することにより登録された顧客であるか否かを判別する判
別手段、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、前記受信手段により受信
された商品識別情報に対応する商品の売上データの累計を行う売上データ処理手段、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、取引により購入された商
品に設けられている前記記憶手段に、当該商品が購入済みであることを示す情報を書き込
む書き込み手段、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、前記受信手段により、前
記商品識別情報とともに前記購入済みであることを示す情報が受信された場合に、前記受
信された商品識別情報に対応する商品の売上データを減算する売上データ減算手段、
　前記判別手段により登録された顧客であると判別された際に、前記売上データを減算し
た商品に関する情報をレシート上に印刷出力する出力手段、
　として機能させるためのプログラムであることを特徴としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項１、４に記載の発明によれば、登録された顧客の顧客識別情報を含む情報を記憶
する顧客識別情報記憶手段に記憶された情報を受信し、取引対象の商品に設けられ当該商
品の商品識別情報を含む情報を記憶する記憶手段に記憶された情報を受信し、登録された
顧客であると判別された際に、受信した商品識別情報に対応する商品の売上データの累計
を行うとともに、取引により購入された商品に設けられている記憶手段に、当該商品が購
入済みであることを示す情報を書き込む。そして、商品識別情報とともに購入済みである
ことを示す情報が受信された場合に、受信された商品識別情報に対応する商品の売上デー
タを減算し、売上データを減算した商品に関する情報をレシート上に印刷出力する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　従って、登録された顧客の顧客識別情報を含む情報を記憶する顧客識別情報記憶手段に
記憶された情報と商品に設けられた記憶手段の内容に基づいて、既に購入済みの商品であ
るか否かを確実かつ容易に識別可能とし、返品商品に対する売上データの減算を確実かつ
容易に行うことが可能となる。また、返品商品に対する売上データの減算結果をレシート
上に印刷出力することが可能となる。
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